
 

 

 

 

 

 

令和6年分確定申告の所得金額および申告納税額、増加 

国税庁が令和７年５月３０日にホームページで公表した「令和６年分の所得税等、消費税及び贈

与税の確定申告状況等について」(報道発表資料)によりますと、今年も多くの納税者が確定申

告をしています。 

 

所得税の確定申告書の申告人員は2,339万人（対前年比+0.6%）で、平成２７年分以降ほぼ

横ばいで推移しています。そのうち申告納税額がある方（納税人員）は５１７万人（同▲２２.６％）、

その所得金額は５１兆1,６０４億円（同+３.２％）、申告納税額は４兆３,9８９億円（同＋８.６％）と

なっており、前年分と比較すると、人員は減少し、所得金額及び申告納税額は増加しました。 

土地等の譲渡所得の申告人員は５８万人（同+４.３％）で、そのうち所得金額がある方（有所得

人員）は３９万人（同+３.４％）、その所得金額は６兆４,９９３億円（同+６.８％）となっており、前年

分と比較すると、いずれも増加しました。株式等の譲渡所得の申告人員は、１１８万人（同+２.

３％）で、そのうち所得金額がある方（有所得人員）は７４万人（同+１３.４％）、その所得金額は８

兆８５４億円（同+４２.７％）となっており、前年分と比較すると、いずれも増加しました。 

 令和５年１０月からインボイス制度が導入され、制度導入後２回目となる令和６年分の個人事業

者の消費税の確定申告においては、申告件数は２１２万件（同+７.５％）と、前年分から１５万件増

加しました。また、申告納税額についても、８,００４億円（同+１６.８％）となっており、前年分から

増加しました。 

贈与税の申告人員は４７万人（対前年比▲７.0％）で、そのうち、申告納税額がある方（納税人

員）は３３万人（同▲１１.４％）で、その申告納税額は３,９３５億円（同+１０.９％）となっており、前

年分と比較すると、申告人員及び納税人員は減少し、申告納税額は増加しました。 

e-Taxの利用率も年々上昇し、ｅ-Ｔａｘによる所得税等の確定申告書の申告人員は、１,７３２万

人（同+７.９％）と、前年分から、１２７万人増加しました。所得税等の確定申告書の申告人員2,３

３９万人のうち、７４.０％がｅ-Ｔａｘで申告しています（申告人員ベース）。 

納税者のうち、国税庁ＨＰの『確定申告書作成コーナー』や各種会計ソフトを利用して、自宅か

らｅ-Ｔａｘで申告した方は８２４万人（同+１９.4％）と、前年分から１３４万人増加し、所得税等の確

定申告書の申告人員２,３３９万人のうち、４割弱（３５.２％）が自宅からｅ-Ｔａｘで申告しています。

また、自宅からスマホを利用してｅ-Ｔａｘで申告した方は４０８万人（同+２９.０％）で、前年分から

９２万人増加し、自宅からｅ-Ｔａｘで申告した方の約半数を占めています。 

他方、確定申告会場において申告された方は、２５１万人と申告人員全体の約１割となってい

ます。 

 

「令和６年分の所得税等、消費税及び贈与税の確定申告状況等について（国税庁）」（令和7年5月）は、

こちらからご覧いただけます。 

https://www.nta.go.jp/topics/pdf/0025005-063.pdf 
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